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開催日時 内 容 開 催 場 所

３月３０日(土) １０:００～１５:００ 桜まつり（木津川市公園都市緑化協会主催） ふれあい広場

３月３０日(土) １０:００～１５:００ 桜まつり（木津川市商工会主催） 中央体育館 駐車場

４月 ６日(土) １８：００～ 木津川市商工会青年部 通常総会 日本料理 木津川

４月 ８日(月) １９：３０～ 木津川市商工会商業部 部会総会 木津川市商工会館

４月 ９日(火) １９：３０～ 木津川市商工会工業部 部会総会 木津川市商工会館

発行日令和６年３月11日

商工会だより ３月号

祝！令和5年度「京の老舗」表彰受賞 森本織物株式会社

令和6年2月6日に令和5年度「京の老

舗表彰」の表彰式が行われ、西脇隆俊

京都府知事から、森本織物株式会社様

が表彰されました。この賞は、京都府

内において100年以上（大正12年12月

31日以前に創業）にわたり堅実に家業

の理念を守り、伝統の技術や商法を承

継し、他の模範となってきた企業に贈

られるものです。

織物襖紙、織物壁紙製造の伝統の技

を引き継ぎつつも、5代目社長の森本

昌利氏は、新たな製品として炭配合シ

ート、ふすまクラフトの開発など精力

的に取り組まれ、絹や麻糸に裏打ち紙

を貼り合わせた内装材は、国内外から

高い評価を得られております。

おめでとうございます。 【森山】代表取締役の森本昌利氏、自社工場内展示コーナーにて

社   名: 森本織物株式会社

創  業： 明治44年に手動織機による織布製造開始。

所在地： 木津川市山城町上狛野日向5番地

T E L  ： 0774-86-2275

U R L : https://www.fusuma-craft.com/

木津川市商工会
マスコットキャラクター
たけのこタッキー

https://www.fusuma-craft.com/


今回は、毎年実施しているプレミアム商品券の令和５
年度使用結果のご報告をお届けします。今年度の商品
券事業は3,300万円を先着順販売し、9月から12月まで
実施いたしました。なお、商品券の使用状況に関する集
計については、集計作業の進行中（全体の80％程度）
であり、統計は途中経過での報告となります。
商品券の使用割合は大型店舗等が中心であり、その
使用割合は88％超となっています。大型店舗等以外で
の使用は、自動車関連、食品、スイーツ、飲食店、美容
理容業界の順となっています。
地域分布について商品券の使用数は木津地域が多
いですが、使用割合でみると一番低くなっています。一
番使用割合が高い地域は加茂地域です。木津川市全
体で見ると、商品券を活用した世帯の割合は5％程度と
なっています。

【河村】

２０２３木津川市商工会合併10周年記念事業

「プレミアム商品券3,300万円」使用結果のご報告

表１ 商品券の使用先集計

表2 地域別販売数量

地域 数量 地域世帯数 地域内購入比率

木津川市全世帯 1,478 33,209 4.45%

木津地域 919 23,946 3.84%

加茂地域 410 5,880 6.97%

山城地域 149 3,383 4.40%

地域別世帯数は令和5年10月末現在 木津川市住民基本台帳登録等世帯・人口集計表より引用

プレミアム商品券のチラシ



令和5年度 商業部会事業報告

令和5年度商業部会事業
●地域消費緊急拡大事業費補助金
（京都府商店街等総合振興事業費補助金）
プレミアム商品券発行事業 参加店舗 129店舗 発行総額 3,300万円
きづがわPay 参加店舗 75店舗 発行総額 1,250万円
●木津川市商工業振興事業（プレミアム商品券発行支援事業）
●木津川市ええとこ発見フェア
参加店舗 55店舗 キャンペーン応募総数 481枚
●電子帳簿保存法セミナー
日時 令和6年1月25日（木） 19:00～21:00
講師 京都御池税理士法人 代表税理士 福島 重典 氏
受講総数 17名
●タッキーカードwチャンス（R5.1月17日～R5.12月満点カードにより抽選、当選ハガキ送付1,200枚）

令和5年度 販促事業（木津川市ええとこ発見フェア）の結果は以下の通りとなります。

令和5年12月2日（土）～16日（土）

参加店舗数 55店舗

応募者総数 481枚

応募者平均年齢 59歳

応募者男女比 男性：155名 女性：326名 無記名：0名

「地域別応募者数」
応募者の中で特に多い地域をピックアップしました。

【考察】

木津地域 木津川台 34件（※1：7％、※2：14.1％） 州見台 41件（※1：8.5％、※2：17.0％）

城山台 27件（※1：5.6％、※2：11.2％） 梅美台 28件（※1：5.8％、※2：11.6％）

加茂地域 里 20件（※1：4.2％、※2：14.2％）

南加茂台 78件（※1：16.2％、※2：55.3％）

山城地域 上狛 15件（※1：3.1％、※2：38.5％） 平尾 10件（※1：2.1％、※2：25.6％）

椿井 8件（※1：1.7％、※2：20.5％）

今年度は、木津川市広報にチラシを折込みし今までで最も広範囲に周知を行いました。結果として、応募総
数が481件と昨年度の冬に実施した事業の682件と比較すると少なくなっています。原因として、参加店舗の

減少や郵送料高騰による応募ハガキが応募動機の足枷になってしまったのかもしれません。また、地域別
のスタンプの多くは地域に属した店舗となっていました。お客様の行動範囲が広くないことが考えられます。
事業のコンセプトとして、木津川市の知らない店舗に足を運んで頂き新しいお店を見つけてもらうことを考え
ると改善が必要だと感じました。また、木津川市の地域世帯数（33,209世帯）から考えると約1％の方しか事

業に参加して頂けないことになります。このことからも、まだまだ事業の認知度が低く若い世代の集客方法
に関しても再検討が必要です。

次年度は、事業のコンセプトを達成するためにどうすればいいのかを再度検討し、お客様アンケートの声に
も上がっておりました、参加店舗の増加や実施回数についても検討していきたいと思います。
ポイントカード事業においても、利用者数は減少傾向にあり事業の方向性を考えていく予定です。
最後に、今回のチラシ等で不備がありご迷惑をお掛けしましたことお詫び申し上げます。 【近藤】

【お知らせ】

令和6年度 商業部会総会を以下の通り開催いたします。（事前申し込みは不要です。）
日 時： 令和6年4月8日（月）19時30分から   場 所：木津川市商工会館2階
対 象： 木津川市商工会 商業部会員

※1：応募者数総数に対しての割合 ※2：地域応募者数の対しての割合



令和5年度 工業部会事業報告

工業部は、地区内の工業振興を図り、今年度は、交流名刺交換会、セミナー、木津高校分野別勉強会を
開催し、工業者の事業活動を促進してまいりました。

セミナーでは、きづがわＰＡＹの取組みを具体例として取り上げ、これを通じて国内のキャッシュレス決済の
最新の動向と今後について学びました。きづがわＰＡＹを例に取り上げることで、地域におけるキャッシュレ
ス決済の可能性と課題を理解できました。地域密着型の取組みや地域産業との連携を通じて、キャッシュレ
ス決済の普及促進や地域経済の活性化に貢献する方法について考える良い機会であったと思います。

木津高校分野別勉強会では、会員企業から講師を公募し、就職を希望する高校生にむけて産業やビジ

ネスに関する講演を行いました。産業やビジネスに興味をもってもらうことを目的として高校生が産業やビジ
ネスの専門家と直接交流し、業界の現状やキャリアの可能性についてより現実的にとらえることができたよ
うです。講師自身の経験や知識を共有し、ビジネスの魅力や重要性を伝えることで、彼らの将来にむけての
視野を広げる機会となったと思います。高校生との勉強会は、地域の教育と産業の連携を深め、若い世代
の成長と発展に向けた需要な一翼を担ったと思います。

交流名刺交換会では、工業部会員が交流し、ビジネスチャンスを創出する場を提供することを目的として
開催されました。このイベントは、地域経済の活性化や各ビジネス間のネットワークを促進する上で、有益な
機会となりました。参加者は、業種や規模を超えて交流し、新たなビジネスパートナーやアイデアを見つける
ことができたと思います。

しかし、交流名刺交換を通じて、改めて商工会会員同士の連携の活性化が重要であることが感じられまし
た。地域の産業振興やビジネスコミュニティの発展にとって重要な要素です。商工会会員同士の連携をより
強めることです。地域のビジネス環境や競争力を向上させることは、持続的な成長につながります。

工業部は、今年度行った名刺交換会、セミナー、分野別勉強会という3つの事業を通じて、地域の振興や
ビジネスコミュニティの発展に貢献できたと感じる同時に、商工会会員同士の連携不足を感じた点もあり、

今後はより効果的な連携強化策を検討し、地域経済の持続的な成長と発展にむけて努めたいと考えていま
す。 【森井】

【お知らせ】

令和6年度 工業部会総会を以下の通り開催いたします。（事前申し込みは不要です。）
日 時：令和6年4月9日（火）19時30分から 場 所：木津川市商工会館2階
対 象：木津川市商工会 工業部会員

令和5年度工業部会事業

●セミナー：キャッシュレス決済の現状と今後について
日時：令和5年11月22日（水） 19:00～21:00

講師：合同会社42経営研究所 代表社員 神戸壯太 氏
受講総数：12名

●木津高校分野別勉強会
 日時：令和5年12月6日（水） 13：55～14：40

 講師：㈱ハピネスカンパニー、社会福祉法人芳梅会、藤原総合会計事務所
 対象：木津高校 就職を希望する2学年生徒（47名）
 

●工業部限定 交流名刺交換会
日時：令和6年2月3日（日） 18：00～20：30

場所：日本料理 木津川
参加人数：14名

木津川市商工会
木津川市木津南垣外83-3 
TEL：72-3801 FAX：72-6564

山城支所
木津川市山城町上狛北的場15
TEL：86-3157 FAX：86-4064

加茂支所
木津川市加茂町里南古田24
TEL：76-2970 FAX：76-7211
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